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私
が
大
阪
の
天
王
寺
中
學
に
學
ん
で
み
た
頃
、
二
三
の

友
人
の
間
に
掃
苔
の
道
導
が
流
行
し
出
し
て
、
寺
町
の
寺

々
を
軒
並
に
、
其
の
無
縁
塚
の
堆
石
の
裏
を
捜
し
ま
は
っ

た
が
、
下
河
邊
長
流
の
菓
が
大
今
里
の
墓
地
に
あ
っ
た
の

が
、
行
方
が
不
明
に
な
っ
て
み
る
ε
い
ふ
こ
ご
で
あ
る
か

ら
、
功
名
心
に
騙
ら
れ
て
、
「
っ
そ
れ
を
磯
見
し
て
見
よ
う

ご
、
今
の
國
學
院
大
學
敷
授
の
折
ロ
信
夫
氏
に
蓮
れ
ら
れ

て
捜
し
に
出
か
け
元
事
が
あ
っ
た
。
今
か
ら
十
七
八
年
以

前
の
事
で
あ
る
。
其
の
時
は
結
局
無
駄
な
骨
折
損
に
絡
つ

た
が
、
併
し
長
流
に
全
く
無
關
係
で
な
い
契
沖
阿
閣
梨
の

師
手
定
阿
閣
梨
ご
慈
母
の
中
性
尼
間
民
及
び
兄
の
下
川
瀬

兵
衛
元
氏
の
墓
を
見
出
し
た
の
で
あ
っ
π
。
こ
れ
は
大
阪

の
國
學
者
佐
々
木
春
夫
の
孫
で
あ
っ
て
、
當
時
府
會
議
員

な
る
玉
造
の
佐
々
木
羊
次
郎
氏
の
家
か
ら
時
々
の
香
花
を

手
向
け
ら
れ
る
だ
け
で
、
殆
ざ
無
縁
の
楼
に
な
っ
て
み
る

ざ
い
ふ
こ
ご
を
聞
い
た
。
此
の
墓
に
つ
い
て
は
世
間
に
何

等
記
さ
れ
た
も
の
が
な
く
、
又
大
阪
の
物
識
達
の
間
に
も

知
ら
れ
て
み
な
か
っ
た
の
で
、
子
供
心
に
大
手
柄
を
し
た

こ
ご
、
、
、
密
に
誇
ら
し
く
思
っ
て
居
っ
た
次
第
で
あ
る
。

其
後
是
等
の
事
を
少
し
雑
誌
に
書
い
た
事
も
あ
っ
た
が
、



・
自
然
に
他
に
も
見
付
け
出
し
た
人
も
あ
っ
た
ご
見
え
て
、

漸
く
世
間
で
知
る
入
も
多
く
な
つ
元
。
近
頃
大
阪
市
が
非

常
に
膨
脹
し
出
し
て
、
鶴
橋
の
東
ま
で
一
面
に
人
家
が
建

ち
績
い
て
る
る
ご
の
事
で
あ
る
か
ら
、
此
の
共
同
墓
地
の

r
蓮
命
も
絶
え
ず
氣
に
な
っ
て
居
っ
た
所
へ
、
此
「
の
程
上
賀

茂
棘
肚
の
三
手
文
庫
で
今
井
似
閑
の
遺
書
を
見
、
色
々
三

里
梨
に
つ
い
て
考
へ
得
た
所
も
あ
っ
た
の
で
、
其
の
序
に
、

此
の
墓
の
運
命
を
も
確
め
、
同
時
に
阿
鼻
梨
の
住
ん
で
居

っ
た
妙
法
寺
に
就
い
て
、
其
の
遺
物
嫁
ざ
を
見
せ
て
貰
ひ

た
い
ご
思
っ
て
、
此
の
十
月
の
始
め
の
日
曜
日
に
大
阪
ま

で
出
か
け
て
行
っ
た
の
で
あ
る
Q

　
妙
法
寺
は
此
の
前
長
流
の
墓
探
し
の
時
に
も
立
寄
っ
た

の
で
あ
る
が
、
其
の
時
は
寺
に
何
か
異
攣
が
あ
っ
だ
ご
見

え
て
、
大
層
に
騒
は
が
し
く
し
て
る
た
の
で
、
何
も
見
る

こ
ご
が
出
　
來
な
か
っ
た
。
此
の
寺
に
は
阿
薄
野
の
富
士
百

首
が
あ
る
ご
い
ふ
事
で
あ
り
、
私
の
所
期
し
て
み
る
武
者

小
路
徹
山
の
詠
草
を
門
人
が
集
め
た
も
の
、
中
に
、
春
富
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沖
阿
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士
こ
い
ふ
題
の
歌
が
あ
っ
て
、
其
の
左
註
に
「
離
歌
妙
法

寺
に
古
人
契
沖
導
者
梨
も
ざ
住
け
る
て
ら
な
り
け
る
、
か

の
ひ
ご
つ
ね
に
庭
に
ふ
し
の
か
た
ち
を
つ
く
わ
、
朝
ゆ
ふ

の
た
の
し
み
ご
は
な
せ
る
、
そ
の
あ
ε
い
ま
に
あ
り
け
る

を
み
給
ひ
て
、
よ
み
た
ま
ふ
、
い
ま
の
住
僧
早
撃
子
は
師

坤○

O
の
門
人
な
り
け
り
」
ε
あ
る
。
傍
々
彼
の
百
首
は
此

の
寺
で
作
ら
れ
だ
も
の
ら
し
し
、
其
の
朝
夕
質
し
ん
で
眺

め
ら
れ
、
百
．
首
和
歌
を
詠
ま
れ
る
だ
け
の
戚
興
を
遇
さ
せ

た
ら
し
い
其
の
富
士
の
跡
を
、
兼
々
ゆ
か
し
く
思
つ
で
居

っ
た
。

　
上
本
町
か
ら
大
倉
の
電
車
に
乗
っ
て
、
二
番
員
の
停
留

場
で
降
り
膝
直
に
北
へ
三
町
ほ
ご
行
く
ご
今
里
の
村
に
着

き
、
す
ぐ
そ
こ
に
妙
法
寺
が
あ
る
。
村
人
に
共
同
墓
地
の

事
を
聞
ぐ
ε
、
こ
ち
ら
か
ら
言
ひ
出
さ
ぬ
先
に
、
阿
闊
梨

の
慈
華
燭
の
墓
の
あ
る
事
を
語
り
出
し
、
・
今
も
無
事
に
あ

る
事
を
聞
か
ざ
れ
て
大
に
安
心
を
し
た
。
そ
こ
で
墓
地
を

後
廻
し
に
し
て
、
先
づ
寺
に
訪
れ
た
が
、
＋
七
八
年
以
前

　
　
　
　
　
　
　
第
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に
随
分
荒
れ
て
み
た
の
が
、
一
屠
ひ
ざ
く
な
っ
て
み
る
。

本
堂
の
脇
の
僅
か
こ
室
ほ
ご
し
か
無
い
さ
、
や
か
な
庫
裏

の
緑
側
の
沓
脱
に
立
っ
て
來
意
を
告
げ
る
ご
、
そ
こ
に
七

号
十
歳
ば
か
り
か
ε
も
思
は
れ
る
老
僧
が
居
ら
れ
て
、

す
ぐ
座
敷
に
通
さ
れ
た
。
見
る
ご
楯
聞
に
阿
閣
梨
の
筆

に
な
っ
た
、
た
し
か
陶
聖
明
の
詩
の
句
か
ε
畳
え
．
て
る
る

「
春
水
満
四
点
、
夏
雲
多
奇
峰
、
秋
月
揚
明
輝
、
冬
嶺
秀

孤
松
」
ご
い
ふ
横
物
の
墨
摺
が
掲
げ
ら
れ
て
あ
っ
て
、
先

づ
懐
か
し
一
思
つ
た
。
併
し
老
偲
は
物
臭
い
顔
つ
き
で
、

折
角
の
御
越
し
だ
が
此
の
寺
に
は
美
名
梨
の
物
は
愚
か
、

何
一
つ
見
せ
る
も
の
は
な
い
ビ
の
事
で
あ
る
。
老
僧
の
話

に
よ
る
ε
、
も
ご
妙
法
寺
は
九
町
四
方
の
境
内
に
十
二
坊

も
あ
っ
た
大
寺
で
あ
っ
た
が
、
茅
沼
の
攣
に
寺
中
悉
く
退

縛
し
て
、
た
や
角
ノ
坊
ご
い
ふ
の
だ
け
が
残
り
、
そ
れ
が

今
の
妙
法
寺
で
あ
る
。
併
し
其
の
後
ご
て
も
ま
だ
相
當
に

大
き
な
寺
で
、
寺
寳
な
ご
も
多
く
、
虫
干
の
時
な
ざ
に
は
謡

い
庫
裏
や
本
堂
に
懸
け
並
べ
て
も
な
か
ノ
＼
干
し
き
れ
な
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か
っ
た
ご
い
は
れ
て
み
る
程
で
あ
っ
た
の
が
、
明
治
十
八

年
の
此
の
邊
鳳
帯
の
大
洪
水
の
際
、
堂
宇
悉
く
大
破
し
、

折
か
ら
の
住
持
が
悪
心
を
起
し
て
、
僅
に
残
っ
た
什
物
な

ざ
は
根
こ
そ
ぎ
に
壷
挑
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
今
日
は
一

品
も
残
っ
て
み
な
い
。
今
の
本
堂
も
此
の
庫
裏
も
、
共
の

後
漸
く
建
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
ε
の
事
で
あ
る
。
大
き

・
く
目
論
ん
で
摩
た
目
算
が
誠
に
心
細
く
外
れ
さ
う
に
な
っ

て
來
た
の
で
、
せ
め
て
富
壬
百
首
を
ご
頼
、
ん
で
見
た
が
、

そ
れ
は
遙
か
後
世
の
寓
し
だ
か
ら
ご
言
っ
て
見
せ
て
く
れ

す
、
寓
し
で
も
よ
い
か
ら
ご
言
っ
て
も
、
い
や
つ
ま
ら
な

い
物
で
ざ
男
主
っ
て
く
れ
な
い
。
富
士
の
築
山
は
こ
聞
く

ご
、
多
分
洪
水
の
時
に
流
れ
た
も
の
で
あ
ら
う
こ
い
は
れ

る
。
取
付
く
瀬
が
な
く
閉
口
し
た
が
、
位
牌
が
な
い
か
、

過
去
帳
が
あ
る
ま
い
か
ご
、
し
ち
く
ご
く
尋
ね
る
ビ
、
漸

く
危
く
立
上
っ
て
、
床
の
間
か
ら
小
さ
い
風
呂
敷
包
を
持

っ
て
來
て
、
中
か
ら
粗
末
な
細
い
夏
物
を
取
り
出
し
、
今

残
っ
て
み
る
も
の
は
是
れ
ば
か
り
ご
て
、
見
せ
ら
れ
π
。



早
速
受
取
っ
て
繰
り
廣
げ
て
見
る
ご
、
最
初
に
「
妙
法
寺

認
」
ご
あ
り
、
全
部
阿
下
煮
の
自
筆
で
、
三
珠
庵
に
あ
る

遺
言
状
ど
寸
分
蓮
は
ぬ
筆
蹟
で
あ
る
。
内
容
は
古
老
か
ら

の
聞
き
傳
へ
だ
こ
し
て
寺
の
由
緒
を
述
べ
、
次
に
諸
堂
の

普
請
や
、
鎭
守
の
祭
禮
の
事
を
記
し
、
馬
子
中
が
本
座
、

西
座
ご
分
れ
て
み
た
こ
ε
な
ざ
も
見
え
て
み
る
。
そ
れ
か

ら
阿
閣
梨
ご
寺
ε
の
門
島
に
つ
い
て
は
色
々
詳
し
い
記
事

が
あ
る
。
阿
閣
梨
の
墨
跡
は
虚
業
断
儒
圖
零
墨
で
も
私
共
に

随
喜
せ
し
め
る
に
は
十
分
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
ま
π
阿
闇

梨
の
傳
記
を
調
べ
る
の
に
は
此
の
上
も
な
い
結
構
な
材
料

な
の
で
、
阿
闘
梨
ε
師
匠
孝
足
こ
の
事
、
此
の
寺
に
住
ん

だ
事
情
、
慈
母
存
養
っ
た
事
、
及
び
彼
の
有
名
な
學
僧
漂

嚴
ε
の
黒
藻
な
ざ
に
就
い
て
、
新
し
く
知
り
得
た
こ
ご
多

く
、
逢
い
智
識
の
誤
謬
を
訂
正
し
得
る
所
も
少
く
な
い
の

で
、
前
の
失
望
に
引
き
か
へ
て
、
此
の
新
し
い
獲
見
に
封

し
て
心
の
ε
き
め
き
す
る
の
を
押
へ
る
こ
ご
が
出
來
な
か

っ
た
。
そ
こ
で
老
僧
の
許
し
を
得
て
、
，
必
要
な
部
分
を
勿
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雑
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興
沖
阿
閣
梨
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妙
法
寺
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勿
乏
し
取
っ
た
Q
そ
れ
を
こ
、
に
披
露
し
、
併
せ
て
注
意

す
べ
き
二
三
件
に
つ
い
て
私
の
考
を
述
べ
た
い
ご
思
ふ
。

　
一
代
々
住
持
は
牛
脂
之
比
中
坊
、
此
僧
名
賀
存
、
慶
長

　
五
年
迄
正
　
躍
、
是
も
初
何
比
ご
知
レ
不
燭
魚
、
慶
長
山
ハ

　
年
よ
り
元
和
七
年
迄
鮪
恵
、
是
は
正
圓
弟
子
に
而
、
同

　
年
十
二
月
二
十
入
日
死
去
、
先
師
元
和
入
年
よ
り
延
寳

　
山
ハ
年
占
被
致
住
持
、
同
八
年
十
月
置
Ψ
入
日
に
七
十
五

　
歳
に
而
被
相
撃
候
、
拙
僧
延
寳
六
年
霜
月
よ
b
住
持
分

　
に
罷
成
候
へ
弛
ハ
、
御
公
儀
へ
も
七
年
よ
り
ご
書
上
ヶ
串

　
候
は
、
六
年
黒
和
先
師
に
属
し
候
事
。

　
一
思
持
分
ご
申
候
は
、
先
師
在
世
延
寳
二
三
年
之
比
、

　
落
磐
へ
㎞
認
可
串
由
被
申
候
へ
共
、
拙
信
は
無
法
之
者
、

　
其
上
住
持
民
望
無
之
候
、
河
州
錦
部
郡
鬼
住
村
延
命
寺

　
畳
黒
房
は
、
興
部
之
名
聞
へ
申
混
書
、
是
へ
付
囑
候
は

　
ば
、
乱
戦
も
可
有
之
由
貯
め
候
て
、
其
後
畳
彦
馬
御
出

被
致
封
面
、
後
々
は
叫
号
可
仕
由
被
串
、
其
後
老
病
相

聴

催
シ
候
簿
、
他
人
も
拙
俗
へ
被
譲
候
て
可
然
由
拗
候
分

　
　
　
　
　
　
第
　
一
號
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契
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梨
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有
之
上
、
爲
介
抱
ε
も
浅
識
候
鰍
、
題
拙
僧
等
比
泉
州
和

泉
郡
萬
町
村
に
堕
在
候
而
，
見
廻
申
候
飾
、
右
之
趣
被

申
候
故
、
師
命
難
藩
候
故
、
畳
彦
房
へ
等
速
申
候
而
、

一
旦
左
様
に
仕
早
着
、
實
は
何
時
軽
輩
へ
致
返
…
進
候
共
、

從
先
師
手
直
に
御
蓋
候
ビ
思
召
給
候
標
に
ご
巾
噛
假
に

一
爾
年
ε
存
罷
越
差
響
、
老
師
相
果
備
後
、
ビ
か
く
仕

候
内
、
老
母
を
養
不
三
三
而
は
不
才
成
義
鐵
來
候
に
よ

り
、
無
是
非
轡
湘
彦
へ
瞬
断
申
、
ロ
バ
今
迄
借
居
申
候
、
滋

理
を
三
智
は
い
、
畳
黒
房
往
持
に
而
、
拙
俗
は
看
坊
に

而
可
罷
覇
気
一
義
候
へ
輩
ハ
、
内
意
は
決
定
左
様
に
而
．
表

む
き
住
持
分
に
而
三
世
候
は
、
第
一
は
兎
角
領
事
六
ヶ

敷
、
第
二
は
看
坊
ご
罷
成
候
而
は
事
に
よ
り
入
組
六
ケ

　
　
　
　
ま
と

敷
も
候
は
や
ご
早
言
て
、
畳
彦
房
と
拙
信
こ
の
事
候
へ

ば
内
約
に
而
痛
罵
候
事
。

一
花
寳
六
年
三
月
之
末
、
萬
町
よ
り
老
僧
へ
省
筆
之
時
、

彌
…
譲
可
申
由
被
申
黒
蓋
、
然
は
譲
歌
假
に
御
書
候
て
給

候
標
に
ご
申
候
へ
ば
、
儒
書
候
て
く
れ
被
申
言
、
是
は

　
　
　
　
　
　
第
　
一
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先
師
粂
四
諦
申
置
生
玉
傷
島
守
院
を
前
ノ
宥
環
之
第
子

。
分
に
い
た
し
譲
被
申
候
故
、
當
時
も
兼
帯
囎
〃
濡

住
先
師
不
慮
に
被
最
果
候
は
“
、
妨
も
可
有
之
歎
ご
存

候
懸
緒
事
候
、
同
年
四
月
十
日
比
よ
り
、
飛
州
住
吉
郡

我
孫
子
村
椹
右
衛
門
屋
敷
之
内
に
も
、
庵
を
借
移
り
候

て
、
同
霜
　
月
迄
彼
所
に
罷
在
候
事
．

　
　
貞
享
．
兀
年
九
月
七
日
　
　
　
　
　
契
戦
記
之

　
こ
れ
を
讃
ん
で
見
る
ご
色
々
注
意
す
べ
き
事
の
多
い
の

に
氣
が
着
く
。
先
づ
阿
…
影
写
が
高
野
山
を
出
て
、
寛
交
二

年
に
生
玉
の
曼
茶
羅
院
に
坐
つ
だ
が
、
其
の
同
寺
に
住
む

事
情
に
つ
い
て
は
、
安
藤
爲
明
⑭
行
實
に
は
「
依
檀
越
請
」

ご
あ
る
。
阿
闇
梨
が
ざ
う
し
て
同
席
檀
越
の
信
仰
を
得
て

懇
請
せ
ら
る
、
に
至
っ
た
か
は
明
で
は
な
い
が
、
此
の
寺

記
に
同
寺
も
師
匠
の
鑑
定
が
兼
住
し
て
み
た
こ
見
え
て
み

る
。
勿
論
こ
れ
は
阿
門
訴
が
此
の
寺
を
捨
て
、
去
っ
た
後

の
事
で
あ
ら
う
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
も
と
か
ら
宰
足
ε



何
等
か
の
關
係
の
あ
る
寺
で
あ
っ
だ
こ
推
測
す
る
事
が
出

來
な
い
で
あ
ら
う
か
Q
さ
す
れ
ば
阿
閣
梨
が
こ
れ
に
住
む

に
至
っ
た
事
情
も
ほ
や
見
る
様
に
，
思
は
れ
る
。

　
次
に
阿
闇
梨
が
妙
法
寺
に
住
ん
だ
の
は
、
諸
傳
に
悉
く

算
筆
入
団
の
事
ビ
し
て
み
る
。
こ
れ
は
行
實
に
「
八
年
歓
っ
延

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
璽

．
妙
法
寺
孝
定
寂
、
遺
命
属
師
住
持
一
ε
あ
る
の
に
基
い
て

み
る
の
で
あ
る
が
、
勿
論
正
し
く
な
い
。
行
實
に
は
更
に

「
非
其
所
好
、
以
老
母
在
今
里
、
不
魚
籠
浮
管
焉
」
ご
あ
る

が
、
こ
れ
も
亦
撃
っ
て
る
る
。
寺
記
に
よ
れ
ば
阿
閣
梨
が

慈
母
を
扶
養
す
る
様
に
な
っ
た
の
は
此
の
寺
に
住
ん
で
、

更
に
後
の
事
で
あ
っ
て
、
其
の
前
に
舞
が
今
里
に
住
ん
で

み
た
の
で
は
な
い
。
本
選
か
ら
い
ふ
ご
、
阿
閣
梨
は
出
　
尿

の
事
で
あ
り
、
又
総
領
で
も
な
い
の
だ
か
ら
、
老
母
を
養

ふ
の
は
他
に
其
の
人
が
あ
る
筈
で
あ
る
。
下
川
家
に
は
元

氏
ご
い
ふ
総
領
が
あ
っ
て
、
姫
路
の
松
李
家
に
仕
へ
西
そ

こ
で
老
母
は
扶
養
せ
ら
れ
て
る
た
Q
所
が
天
和
二
年
二
月

郎
ち
阿
閣
梨
が
此
の
寺
に
住
ん
で
か
ら
後
に
、
華
氏
の
主

　
　
　
第
八
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
興
沖
阿
鋤
梨
の
妙
法
寺
記

号
松
李
直
矩
は
事
に
坐
し
て
聖
地
ご
な
b
’
、
確
め
に
新
仕

の
元
勲
は
途
に
扶
持
に
離
れ
る
事
に
な
つ
π
。
そ
こ
で
母

を
阿
閣
梨
に
預
け
て
江
戸
へ
腺
を
燐
め
に
登
っ
た
の
で
あ

る
。
阿
闊
梨
が
慈
母
に
傅
く
こ
ご
、
な
っ
た
の
は
此
の
時

か
ら
で
、
始
め
か
ら
早
舞
が
今
里
に
住
ん
で
み
た
の
で
は

な
い
。
掌
記
に
「
老
師
相
竪
襟
後
、
こ
か
く
仕
候
内
、
三

吟
を
養
不
申
候
而
は
不
罷
成
義
出
來
候
に
よ
り
」
ご
あ
る

ヘ
　
　
ヘ
　
へ
　
も
　
へ

兎
角
仕
胃
内
ご
い
ふ
の
が
、
延
賓
八
年
前
ら
天
和
二
年
ま

で
、
足
掛
三
年
か
、
つ
た
謬
で
あ
る
。
此
の
後
兄
の
元
氏

は
江
戸
に
於
け
る
仕
合
は
せ
も
甚
だ
悪
く
、
途
に
今
里
に

來
て
、
．
輝
ご
共
に
阿
関
梨
の
世
話
に
な
つ
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ん
ぢ
ぼ

　
第
三
に
。
阿
砲
撃
が
泉
州
の
萬
町
か
ら
此
の
寺
に
移
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
び
　
こ

ま
で
の
間
に
、
一
時
住
吉
の
南
の
我
孫
子
村
に
住
ん
で
み

た
。
そ
れ
は
從
來
知
ら
れ
な
か
つ
π
事
な
の
で
、
此
の
寺

記
に
よ
っ
て
明
に
な
っ
た
。
我
孫
子
に
居
っ
た
の
は
「
同

年
四
月
十
日
比
よ
り
」
ご
あ
る
、
其
の
同
年
は
、
此
の
記

事
の
前
に
脱
簡
が
あ
り
さ
う
で
あ
る
、
一
寸
何
年
の
事
だ

　
　
　
　
　
　
　
第
　
一
號
　
　
　
一
一
五
　
（
二
、
玉
）



　
　
　
第
入
学
　
雑
纂
　
契
沖
阿
閣
梨
の
妙
法
寺
認

か
明
瞭
で
な
い
が
、
，
五
黄
六
年
三
月
に
は
堺
町
か
ら
老
師

を
省
槻
し
、
其
の
霜
月
に
は
已
に
此
の
寺
に
移
っ
て
み
る

の
で
あ
る
か
ら
、
無
論
こ
れ
は
延
寳
六
年
の
事
で
あ
る
。

　
其
の
次
に
一
番
［
大
事
な
｛
畢
は
畳
彦
撃
ち
霊
獣
ビ
阿
闊
梨

こ
の
關
係
で
あ
る
。
丸
幅
は
世
に
知
ら
れ
π
博
識
宏
才
の

提
要
で
あ
っ
て
、
新
安
群
書
流
の
租
ご
い
は
れ
て
み
る
、

徳
川
時
代
の
眞
言
宗
の
僧
侶
の
中
で
最
も
傑
窪
し
元
人
で

あ
ら
う
。
將
軍
家
を
始
め
高
松
の
松
不
、
朋
州
の
柳
澤
、

其
の
他
本
多
、
牧
野
な
ご
の
諸
侯
か
ら
田
夫
野
人
に
至
る

ま
で
、
道
俗
上
下
の
信
仰
を
一
身
に
集
め
、
殊
に
將
軍
綱

吉
の
篤
き
鯖
依
を
受
け
、
江
局
．
湯
島
に
霊
雲
寺
を
創
め
、

其
の
爲
め
に
始
め
て
大
元
帥
明
王
の
法
を
修
し
て
息
災
難

点
を
所
つ
た
。
悉
曇
の
研
究
の
上
に
不
易
の
基
礎
を
麗
い

て
、
後
の
寂
澱
、
慈
濫
獲
の
輩
出
を
促
し
た
の
も
亦
此
め

人
で
Q
・
以
前
に
少
し
悉
曇
の
事
を
學
ん
だ
時
に
、
其
の
手

引
に
使
つ
元
三
密
鋤
の
著
者
ε
し
て
、
私
達
に
も
可
な
り

懐
し
い
人
で
あ
る
。
阿
閣
梨
は
陰
膳
五
年
に
浮
嚴
か
ら
安

脚
串
　
　
　
雛
㍑
　
　
　
一
　
一
山
ハ
　
（
一
　
一
山
ハ
）

野
寺
流
の
灌
頂
を
受
け
た
こ
い
ふ
こ
ご
が
、
行
實
に
記
さ

れ
て
み
る
、
こ
れ
を
以
っ
て
阿
闊
梨
を
浮
…
餓
の
法
弟
ご
署

轍
す
人
が
多
い
。
併
し
此
の
寺
記
を
讃
ん
で
見
る
述
、
阿

腸
梨
の
浄
鰻
に
塗
す
る
態
度
は
極
め
て
案
外
な
も
の
で
あ

っ
て
、
「
畳
彦
房
ご
拙
僧
こ
の
事
候
へ
ば
」
ご
非
常
に
心
易

さ
う
に
記
し
て
み
る
。
愚
闇
梨
が
澤
嚴
か
ら
灌
頂
を
受
け

た
こ
い
ひ
、
又
浄
嚴
の
名
聲
の
高
い
事
か
ら
考
へ
て
、
阿

出
隅
を
其
弟
子
ご
看
要
す
の
は
決
し
て
無
理
で
は
な
い
◎

け
れ
ご
も
灌
頂
を
受
け
る
も
の
は
何
時
で
も
其
の
弟
子
に

な
る
に
は
限
っ
て
み
な
い
。
随
分
の
高
僧
で
も
他
流
の
灌

頂
を
淺
薦
の
も
の
か
ら
受
け
る
こ
ご
は
決
し
て
稀
で
は
な

い
Q
現
に
浮
嚴
は
高
野
山
寳
性
院
の
門
主
朝
遍
に
も
、
叉

其
の
唯
心
に
も
、
安
流
の
灌
頂
を
授
け
て
は
み
る
が
、
必

ず
し
も
門
主
を
弟
子
に
取
っ
た
諜
で
は
な
い
。
阿
闘
梨
の

場
合
で
も
灌
頂
を
受
け
た
か
ら
ご
て
、
其
の
弟
子
だ
ざ
認

め
よ
う
ビ
す
’
る
の
は
當
ら
な
い
事
で
あ
る
。
殊
に
阿
賜
梨

が
國
語
學
上
に
建
て
た
塞
前
の
鴻
業
を
も
、
浮
嚴
か
ら
得



た
も
の
、
標
に
説
か
う
ご
す
る
人
も
あ
る
が
、
そ
れ
は
古

典
の
研
究
か
ら
當
然
産
れ
た
結
果
で
あ
っ
て
、
阿
閣
梨
の

學
問
の
事
が
割
れ
ば
、
極
め
て
自
然
に
説
明
の
出
子
る
事

で
あ
る
Q
和
字
正
濫
抄
に
見
え
て
み
る
位
な
悉
曇
の
智
識

は
必
ら
す
し
も
浮
嚴
の
カ
を
假
る
に
及
ば
な
い
。
通
妨
抄

の
序
に
浮
餓
の
弟
子
が
正
惚
顔
の
稿
本
を
其
の
師
に
見
せ

た
こ
い
ふ
事
が
見
え
て
み
る
か
ら
、
潭
餓
ご
正
濫
捗
ご
り

聞
に
　
關
係
が
あ
り
さ
う
で
も
あ
る
が
、
そ
れ
は
却
っ
て
反

封
の
誰
糠
に
し
か
な
ら
な
い
か
ご
思
は
れ
る
。
殊
に
阿
閣

梨
が
安
流
の
灌
頂
を
受
け
た
の
は
延
寳
五
年
の
事
で
あ
る

が
、
寺
記
に
よ
れ
ば
延
寳
二
三
年
の
頃
、
巳
に
車
定
の
譲

を
僻
し
て
浮
嚴
を
奨
め
て
み
る
の
で
あ
る
か
ら
、
受
灌
以

前
か
ら
の
古
い
馴
染
で
あ
っ
た
こ
ご
を
窺
ふ
に
足
り
よ
う

ε
思
ふ
。

　
朝
野
、
道
俗
か
ら
深
く
急
信
せ
ら
れ
、
日
本
一
の
大
檀
那

を
有
っ
て
み
た
澤
巖
が
、
阿
閣
梨
か
ら
田
舎
寺
の
住
．
職
を

譲
ら
れ
て
快
く
承
諾
し
た
ε
い
ふ
事
に
不
審
を
懐
く
入
も

　
　
　
館
鯉
入
　
｛
壱
　
　
　
却
雑
　
纂
　
　
　
眠
註
脚
阿
…
醐
梨
の
妙
法
唖
守
郡
騨

あ
ら
う
。
併
し
な
が
ら
其
の
話
の
起
つ
た
延
寳
二
三
年
の

頃
は
、
浮
嚴
も
ま
だ
左
程
大
身
に
な
っ
て
み
な
か
っ
た
の

み
な
ら
す
、
其
の
頃
の
妙
法
寺
は
今
の
様
な
見
る
影
も
な

い
憐
な
寺
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
浮
評
は
此
の
時
は

ま
だ
自
分
の
寺
ご
い
ふ
も
の
も
な
か
っ
た
の
で
、
妙
法
寺

の
譲
を
受
け
た
こ
ご
は
彼
に
ご
つ
て
決
し
て
悪
い
事
で
は

な
か
っ
た
の
で
あ
ら
う
。
彼
が
郷
里
の
鬼
住
に
莚
．
野
寺
を

建
て
た
の
は
此
の
後
の
延
寳
五
年
の
事
で
あ
る
Q
阿
閣
梨

が
寺
記
に
延
寳
二
三
年
の
事
實
を
記
し
て
「
河
州
錦
部
郡

鬼
住
村
延
命
雪
笹
彦
房
」
ご
書
い
て
み
る
の
は
年
代
錯
誤

の
襟
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
寺
記
を
記
し
把
貞
享
元
年
現
在

の
肩
書
を
冠
し
た
ま
で
い
あ
っ
て
、
深
く
疑
ふ
に
は
當
ら
、

な
い
。

　
河
内
に
脅
分
の
寺
を
建
て
、
か
ら
後
の
浮
嚴
が
妙
法
寺

に
樹
す
る
考
へ
は
、
以
前
ご
は
多
少
憂
つ
た
こ
ご
で
あ
ら

う
。
わ
ざ
一
逢
っ
て
堅
く
申
合
は
せ
て
乾
き
な
が
ら
、

其
の
際
に
及
ん
で
約
東
を
反
故
に
し
た
野
点
に
湿
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
第
　
『
號
　
　
　
…
一
七
　
（
一
一
七
）



第
八
巻
　
維
纂
　
契
沖
阿
醐
梨
の
妙
法
寺
認

左
程
悪
く
は
思
は
す
、
阿
断
梨
の
串
分
け
を
も
必
ず
諒
こ

し
た
事
ご
愚
は
れ
る
。
殊
に
此
の
頃
か
ら
の
浄
餓
は
東
西

に
巡
錫
し
て
殆
ご
席
の
為
る
時
も
な
く
，
又
諸
侯
の
信
仰

を
受
け
て
、
以
前
の
彼
ご
は
除
程
自
身
の
思
は
く
も
饗
っ

て
み
た
こ
ご
で
あ
ら
う
か
ら
、
妙
法
寺
に
住
職
を
す
る
な

ご
こ
い
ふ
事
は
最
早
そ
の
心
中
に
な
か
っ
た
か
も
知
れ
な

い
。
阿
閣
梨
は
約
束
を
反
古
に
し
た
事
を
氣
に
し
て
、
色

色
ご
訴
へ
、
．
或
は
師
匠
事
定
か
ら
直
．
々
に
受
け
た
こ
心
得

て
く
れ
こ
か
、
自
分
は
看
坊
の
つ
も
り
だ
ご
か
言
課
を
し

て
み
る
、
其
の
心
中
は
尤
で
あ
る
が
、
浮
嚴
の
方
で
は
案

外
そ
ん
な
氣
で
は
な
か
っ
た
ら
し
い
。
孝
定
示
寂
か
ら
慈

母
を
扶
養
す
る
迄
足
掛
け
三
年
の
問
、
何
の
理
由
も
な
く

荏
蒋
ご
日
を
託
つ
た
こ
ご
に
つ
い
て
も
、
浮
嚴
の
方
に
は

何
等
の
蠕
う
も
な
か
っ
た
の
で
、
さ
れ
ば
天
和
元
年
の
正

月
に
は
、
妙
法
寺
に
摩
て
帥
要
義
を
講
じ
て
み
る
。
こ
れ

は
必
キ
阿
閣
梨
の
招
き
に
慮
じ
た
も
の
で
あ
ら
う
。

　
阿
闇
梨
は
慈
簿
の
死
後
此
の
寺
を
去
っ
て
東
高
津
に
圓

　
　
　
　
　
　
　
第
…
號
　

一
｝
八
（
こ
八
）

珠
庵
を
建
て
、
こ
、
に
懸
絶
し
た
。
そ
し
て
其
の
跡
の
寺

を
ば
．
愚
将
ざ
い
ふ
人
に
譲
っ
た
こ
い
ふ
こ
定
で
あ
る
Q
阿

閣
梨
の
六
十
の
賀
宴
に
も
黒
海
は
出
席
し
て
歌
を
詠
ん
で

み
る
Q
多
分
附
閣
梨
の
弟
子
で
あ
ら
う
。
そ
の
歌
は

　
震
よ
り
ぞ
わ
が
す
む
寺
も
つ
淀
ふ
れ
ば
軒
端
の
松
も
千

　
代
は
か
は
ら
じ

ご
、
寺
の
譲
を
受
け
た
こ
ご
を
詠
み
込
ん
で
み
る
。
寺

の
佳
職
の
事
に
つ
い
て
は
前
の
約
束
に
よ
れ
ば
自
分
の
跡

は
必
ず
浮
嚴
に
渡
す
べ
き
筈
で
あ
る
が
、
焦
慮
は
ざ
う
い

ふ
話
し
あ
ひ
に
な
っ
た
の
で
め
ら
う
か
。
阿
閣
梨
が
圖
珠

庵
に
移
つ
π
の
は
何
年
の
事
か
、
私
は
ま
だ
調
べ
得
す
に

る
る
が
、
大
壷
桂
月
氏
の
阿
闇
梨
傳
に
よ
れ
ば
、
元
豫
三

年
に
は
翫
に
移
っ
て
み
た
こ
ご
に
な
る
。
其
の
頃
の
浮
嚴

砿
最
早
大
し
た
も
の
で
、
中
々
こ
ん
な
田
舎
寺
に
引
籠
む

な
ざ
は
思
ひ
も
寄
ら
な
い
事
で
あ
る
◎
其
の
璽
年
に
は
江

芦
に
三
雲
寺
が
出
來
て
る
る
。
阿
亀
梨
の
跡
を
如
海
が
承

け
た
の
に
は
何
等
の
不
思
議
も
な
い
諜
で
あ
る
。
併
し
寺



で
は
名
目
だ
け
で
も
阿
鼻
梨
の
次
に
浮
実
が
坐
っ
た
こ
ご

に
な
っ
て
み
た
ら
し
い
。
此
め
寺
に
は
位
牌
も
過
去
帳
も

残
っ
て
み
な
い
か
ら
、
委
し
い
こ
ε
は
到
ら
な
い
が
、
本
堂

の
南
受
に
あ
る
代
々
の
住
持
の
墓
ら
し
い
も
の
、
内
に
、

契
沖
大
徳

浄
嚴
大
和
爾

　
如
気
性
寂
和
上

㌧
牲
寂
大
和
三

山
痩
大
和
爾

．
ε
四
人
の
名
を
刻
し
た
為
の
が
あ
る
。
さ
れ
ば
名
義
だ
け

で
も
、
前
の
約
束
を
入
行
し
た
も
の
で
あ
ら
う
。

　
最
後
に
少
し
注
意
し
て
概
き
た
い
事
は
、
師
匠
孝
心
の

名
で
あ
る
Q
此
の
幸
の
字
を
仁
者
に
よ
っ
て
は
或
は
カ
イ

ビ
も
讃
み
、
又
ホ
ウ
ビ
も
護
ん
で
み
る
。
カ
イ
と
い
ふ
の

　
　

は
孝
の
字
で
害
、
契
な
ご
の
昔
特
に
な
る
字
で
あ
る
が
、

　
　
　
　
　
　
　
む

ホ
ウ
ε
い
ふ
方
は
羊
の
字
で
、
邦
や
豊
の
音
符
に
な
る
宇

で
あ
る
Q
つ
ま
り
‡
の
宇
を
羊
こ
も
、
幸
ご
も
認
め
る
人

　
　
　
第
八
谷
　
　
雑
　
纂
　
　
塾
沖
阿
簡
架
の
妙
法
専
記

が
あ
っ
て
、
何
れ
が
正
し
い
か
、
判
ら
な
い
で
困
っ
て
ゐ

　
　
　
　
　
　
　
　

た
。
ひ
ご
い
の
は
手
に
作
っ
て
み
る
も
の
も
多
い
が
、
こ

れ
は
恐
ら
く
は
誤
植
で
あ
ら
う
。
薩
が
此
の
寺
記
に
は
孝

字
の
傍
に
阿
閣
梨
が
カ
イ
ご
假
宇
を
振
っ
て
み
る
。
さ
れ

ば
ホ
ウ
ご
護
む
の
が
正
し
く
な
い
こ
ご
が
割
っ
た
Q

　
此
の
寺
記
は
極
め
て
短
い
三
物
で
、
全
部
寓
し
取
る
事

も
左
程
時
問
を
要
す
る
事
で
は
な
い
が
、
話
を
し
て
み
る

間
に
爾
が
降
り
出
し
て
來
た
　
で
、
心
な
ら
ず
、
必
要
な
部

分
の
み
に
止
め
て
憎
い
た
。
い
つ
れ
必
ず
他
の
機
會
に
全

部
を
怨
し
た
い
ご
思
っ
て
み
る
。
此
の
再
の
爲
め
に
墓
地

に
訪
れ
る
事
も
流
れ
て
し
ま
っ
て
、
寺
を
僻
し
て
急
い
で

電
車
の
停
留
場
に
向
つ
た
。

　
　
大
正
十
一
年
十
一
月
十
四
田
記

第
一
號
　

一
一
九
（
輔
一
九
）

■


